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○きらめきケアセンター佐用
　TEL：（0790）83－2946　FAX：（0790）83－2920
○きらめきケアセンター上月　
　TEL：（0790）88－0001　FAX：（0790）88－0814
○きらめきケアセンター三日月
　TEL：（0790）79－2994　FAX：（0790）79－2900
○佐用朝霧園
　TEL：（0790）78－8050　FAX：（0790）78－8051

令和５年３月５日発行

209

鬼の口めがけて…ナイススロー！

　きらめきケアセンターのデイサービスでは、２月に節分行事を行いました。職員手作りの迫力ある鬼を
狙って、豆に見立てた球がうまく口に入ると、良い投げっぷりに部屋中が盛り上がりました。節分の豆ま
きは、鬼に豆をぶつけることによって邪気を追い払い、一年の無病息災を願うという意味合いがあると言
われています。鬼を相手に楽しく豆まきをして一年の無病息災を祈りました。
　きらめきケアセンターへの相談や見学は随時受付しておりますので、ご希望の方は下記の介護支援課ま
でご連絡ください。

きらめきケアセンター「節分行事」
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な
い
」
で
は
な
い
こ
と
、

音
や
に
お
い
な
ど
様
々

な
感
覚
を
使
っ
て
生
活

し
て
い
る
こ
と
を
学
ん

で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
後
、
１
人
が
介
助
役
、

１
人
が
ア
イ
マ
ス
ク
を

つ
け
て
２
人
１
組
に
な

り
実
際
に
校
舎
内
を
歩

き
ま
し
た
。

生
徒
か
ら
は
「
段
差
や

ド
ア
な
ど
障
害
物
が
近

く
に
あ
る
と
き
は
ド
キ

ド
キ
し
ま
し
た
。
で
も
、

介
助
側
の
人
が
い
い
声

か
け
を
し
て
く
れ
た
の

で
、
安
全
に
帰
る
こ
と
が 

 

令
和
５
年
２
月
９
日
（
木
）、
上

月
中
学
校
１
年
生
を
対
象
に
、
福

祉
の
出
前
講
座
で
ア
イ
マ
ス
ク
体

験
を
行
い
ま
し
た
。

ま
ず
、
本
会
職
員
か
ら
視
覚
障

が
い
者
に
つ
い
て
話
を
し
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
視
覚
障
が
い
者
の
方

は
「
目
が
見
え
な
い
＝
何
も
で
き

 

 

で
き
ま
し
た
。
」
、「
（
ガ
イ
ド
役
と
し

て
）
右
に
一
歩
な
ど
、
歩
幅
が
人
に

よ
っ
て
違
う
の
で
難
し
か
っ
た
。
」

な
ど
意
見
が
出
ま
し
た
。

視
覚
障
が
い
者
に
つ
い
て
の
関

心
が
高
ま
り
、
生
徒
が
自
分
な
り
に

考
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

  

 

上
月
中
学
校

ア
イ
マ
ス
ク
体
験

目の見えない人を誘導するときは、ひじの上を軽く持ってもらい

半歩前を歩くのが基本（上月中学校）

２
月
９
日
（
木
）、
南
光
地
域
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
家
族
介
護
教
室

『
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
～
住

み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

す
た
め
に
～
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

講
師
に
は
、
西
播
磨
成
年
後
見
支

援
セ
ン
タ
ー
専
任
職
員
の
小
林
さ

と
み
さ
ん
を
お
招
き
し
ま
し
た
。

成
年
後
見
制
度
は
、
ど
ん
な
方

が
ど
ん
な
時
に
利
用
す
る
の
か
？

法
定
後
見
制
度
や
任
意
後
見
制
度

の
違
い
な
ど
、
わ
か
り
や
す
く
説

明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

成
年
後
見
制
度
は
、
ひ
と
り
で

決
め
る
こ
と
が
心
配
な
人
の
そ
の

人
ら
し
い
生
き
方
と
安
心
を
支

え
、
ご
本
人
の
権
利
を
守
る
た
め

の
援
助
者
（
「
成
年
後
見
人
」
等
）

を
選
ぶ
こ
と
で
、
ご
本
人
を
法
律

的
に
支
援
す
る
制
度
（
法
定
後
見

制
度
）
で
す
。
ま
た
、
判
断
能
力
が

不
十
分
に
な
る
前
に
選
ぶ
こ
と
も

可
能
（
任
意
後
見
制
度
）
で
す
。

参
加
さ
れ
た
方
は
、「
今
後
の
た

め
に
気
に
な
っ
て
話
を
聞
き
に
来

ま
し
た
。」
と
、
色
々
質
問
さ
れ
た

り
、「
わ
か
り
や
す
い
説
明
で
参
考

に
な
り
ま
し
た
。」
と
、
と
て
も
喜

ば
れ
て
い
ま
し
た
。

ときどき資料にメモを取りながら、小林さんの説明を真剣に聞き学ぶ参加者（南光地域福祉センター）

成年後見制度について気になる方は、西播磨成年後見支援センターまで（電話０７９１－７２－７２９４）
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佐用町地域福祉研修会 福祉活動のための講演会
※手話通訳あり

午前１０時００分から１１時３０分 

さよう文化情報センター
ホール 

皆さんがこれまで育んできた地域のつながりは、地域で

明るく暮らせる福祉のまちづくりの礎となっています。

しかし、人口減少、高齢化、孤立、多様性の理解など困

難な課題は多く、さらに新型コロナは人の交流について新

たな課題を突き付けています。

温かい絆のある佐用であり続けるためには、みんなが支

えあい共に歩まなければなりません。

講演会では、町と社会福祉協議会が作成する地域福祉に

関する計画について触れ、地域の福祉活動をどのように協

働で取り組むか、佐用ならではの活動のヒントをやさしく

話します。

温かい絆のある

佐用町であるために

●講 師：兵庫大学生涯福祉学部社会福祉学科

准教授 小林 茂さん

※町や町社協の福祉計画策定委員

●対 象：どなたでもご参加ください

●参加費：無料

●申 込：不要
■主催：佐用町・佐用町社会福祉協議会

＜お問い合わせ先＞佐用町健康福祉課 電話８２－０６６１ ＦＡＸ８２－０１４４

日 時：令和５年３月２９日（水）

１０：００～１３：００

場 所：三日月福祉拠点施設

内 容：料理をしながら交流を深めませんか

対 象：佐用町内在住で概ね６５歳以上の方

定 員：先着１０名

※申込５名未満の場合は中止

参 加 費：６００円

申込〆切：令和５年３月２２日（水）

◆ 送迎が必要な方は申し込み時にお伝えください。

ほのぼのクッキング

日 時：令和５年３月２３日（木）

１３：３０～１５：００

場 所：南光地域福祉センター

内 容：健康体操

対 象：認知症の方やそのご家族、

認知症に関心のある方等

定 員： 先着１５名

参 加 費：１００円

申込〆切：令和５年３月１６日（木）

◆ 送迎が必要な方は申し込み時にお伝えください。

オレンジカフェ

＜お問い合わせ・申し込み先＞佐用町社会福祉協議会 地域福祉推進係 電話７８－０８３０

参加者募集中
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エンジェル

ひまわり

ひだまり

町民ペンリレー（№207）

山
や ま

田
だ

理
り

恵
え

さん （38 歳）
（佐用町上月）

質問：自己紹介をして下さい。

答え：4児の母です。 (小学5年生 3年生 ４才双子)

質問：趣味・特技はなんですか？

答え：趣味は音楽を聴くことです。特技はゲームです。

　　　（アナログ、デジタルどちらも）

質問：毎日続けていることはありますか？

答え：韓国語の勉強をしています。

質問：最近のマイブームは何ですか？

答え：「推し活」です。

質問：日頃から心がけていることはありますか？

答え：何事も楽しんで取り組めるように心がけています。

質問：最近嬉しかったことはありますか？

答え：私の誕生日を子どもたちがお祝いしてくれたことです。

質問：夢や目標は何ですか？

答え：韓国へ行くことです。

質問：社協に望むことはありますか？

答え：夏休みに小学生の娘ふたりと点字教室に参加させていただきました。とても良い経験にな

　　　りました。これからもよろしくお願いいたします。

藤東　逸美さんからのメッセージ：いつも仕事でお世話になっています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 また楽しいボードゲーム教えてください！

　子育てひろば「ひまわり」では、節分行事をしました。
　最初に厚手の色紙で三方作りをしました。お母さんと一緒にボラン
ティアさんに折り方を教えてもらいながら力を入れて折り目を付け上
手に作っていました。折り紙で作った鬼やお多福を貼り付けて可愛い
三方が完成しました。
　その後、童謡「豆まき」をみんなで歌いながら太鼓をたたいたり、
鈴を鳴らしたり、マラカスを振り楽しく合奏していると、鬼がやって
きました！怖くて泣いてしまう子もいましたが、「鬼は～外！」「福は

▲理恵さんと一緒に写っているのは双子の娘と息子

　春からは年中さんになります

「節分」

目の前に鬼さんが！三方に入った豆をみんな
で投げました（南光地域福祉センター）

～内！」と言いながら頑張って豆を投げると、鬼は降参して山へ帰っていきました。３月は、ひな祭り会やお
楽しみ会がありますので、みなさまの参加をお待ちしております。


